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フェスゴ+ビノレルビン 療法 1サイクル

投与時間投与ルート

治療計画書 3 週
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用量(/回)
商品名

照射部位
15

ml

mlフェスゴIN≪初回≫
※※経過観察30分

内服

内服

内服

注
射

9

照射量

生理食塩液
ナベルビン

生理食塩液

※※経過観察15分
生理食塩液

フェスゴMA≪2回目以降≫

ml 点滴

ml

ルートキープ

注
射

8

3

7

注
射

CVCポート

※8分以上皮下注

皮下注 ※5分以上

ヘパリンNaロックシリンジ

20

50

10分
50 ml
mg/㎡ 点滴25

15分

100 IU CVCポート

内服

放射線

内服

内服

内服

内服

標準投与量

※初回投与時は8分以上かけて大腿部に皮下投与。２回目以降は５分以上かけて皮下投与。
※※初回投与終了後30分の経過観察。2回目以降容認性が認められる場合は15分に短縮可。
末梢から投与する場合は、静脈炎予防のためナベルビン投与後に生理食塩液200mlを投与する。
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1段階減量
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HER２陽性の手術不能又は再発乳がん


